









































































































































































とされ、SSWer に対する SV だけでなく、事業管
理に関するスーパービジョン（システム・スーパー
ビジョン）の必要性」が議論されたことを報告して
いる。そして今後、SSWer に対する SV について
ますます論じられる機会が増えてくるだろうから、








・SSWer の活動形態や役割について SVr と協議する
・SVr と相談し、SSW の導入や展開方法を定期的に協議する
・事業の企画についての意見交換を SVr と定期的に行なう
・若手教員や教職志望者など、次世代の学校を担う教員の研修で SVr が SSWer の業務や動
きを具体的に周知する機会を設ける





















SSWer 活用事業で配置されている SSWer は2014年
度＝ 4 名、2015年度＝ 5 名で、県内圏域ごとに設置
されている教育事務所付配属となっている。筆者は







































に SSWer が事例報告するとともに、SSWSV が概
要説明を行うケースもあった。Ｃ圏域においては、
教育委員会主導で個々の学校における教職員向けの

























































































































































との共有化を図る方式とした。第 3 に SSW 実践
は、SW であることから、SW の実施プロセスに即
した「業務の流れ」を組み立てることを意図した。
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